























2013 年 5 月 19 日に本学神山ホール大ホールにて「京都産業大学 音楽文化論特別講義 / 文
化学部聴覚文化セミナー2013 春『歌・技・舞・華～イタリア初期バロック三昧～ Ensemble 
Passamezzo Antico 京都公演』」が行われた 1）。






















ラベルデ Bartholomé de Selma y Salaverde（後述の曲集の表記ではバルトロメオ・デ・セル
マ・エ・サラヴェルデ Bartolomeo de Selma e Salauerde）については，ほとんど何も知られ
ていない。生没年についても，例えば 1580/90 頃 –1638 以降 7），あるいは 1613–1638 活躍 8）と
だけしているものもある。
やはりバルトロメ・デ・セルマ Bartholomé de Selma という名前を持つ 1616 年逝去の管楽







（1527–98，在 1556–98）の息子で，「怠惰王」フェリペ 3 世（1578–1621，在 1598–1621）の治




ンチャ州のクエンカの大聖堂に残っている 1595 年 3 月 31 日の記録によると，カタルーニャ人
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の父または祖父とされる楽器製作者のバルトロメ・デ・セルマの妻アンヘラ Angela がバルセ
ロナ市民のハイメ・デ・サラベルデ Jaime de Salaverde とマリアナ・オレーリャ Mariana 
Orella の娘ということから来ているとのことである。ただし，バルトロメ自身の遺言の中では




1619–32）のファゴット奏者だった 16）ことがわかる。なお，レオポルト 5 世は内オーストリア
大公カール 2 世（1540–90，在 1564–90）とその妻マリア・アンナ・フォン・バイエルン
（1551–1608）の息子で，その兄に熱烈なカトリック教徒で新教徒に対する弾圧を行い 30 年戦
争を引き起こした神聖ローマ皇帝フェルディナント 2 世（1578–1637，在 1619–37）がいた。
また，レオポルト 5 世およびフェルディナント 2 世は，ハプスブルク家として上述のスペイン
王たちの遠縁にあたることは言うまでもないだろう。
2 ページ目の献辞からは次のことがわかる。スペインで生れて教育を受けたこと 17），神聖
ローマ帝国皇帝の宮廷楽長のジョヴァンニ・ヴァレンティーノ Giovanni Valentino と，バイエ
ルン公の宮廷楽長ジャコモ・ポッロ Giacomo Porro なる人物たちと接触があったようであ 
る 18）。当時のバイエルン公はマクシミリアン 1 世（1573–1651，在 1597–1651）だったが，そ
の父ヴィルヘルム 5 世（1548–1626，在 1579–97）を退位させ，1623 年には「白山の戦い」に
勝利した。そのことによって，フェルディナント 2 世からバイエルン選帝侯位を帝国法の金印
勅書に反して与えられた。こうしたフェルディナント 2 世の専制的な施策は帝国諸侯の反発を
招き，1624 年に対ハプスブルク同盟が締結されて 30 年戦争を激化させた。なお，ヴィルヘル
ム 5 世とその父アルブレヒト 5 世（1528–79，在 1550–79）の時代に，宮廷にオルランドゥス・
ラッスス（後述）が宮廷楽長を務めていた。
献呈先として “Gio.[vanni] Carlo Prencipe di Polonia e Suetia, Vescouo Di Vratislauia” と記
されている。これを，ポーランド・リトアニア共和国の国王（在 1587–1632）およびスウェー





イタリア語であれば principe）という称号は「君主，領主」であり王 re ではない。むしろ，
ジグムントの 2 番目の妻であり上述のアンナの妹コンスタンツェ・レナーテ・フォン・エス
ターライヒ（1588–1631）から生れた，第 4 子カロル（イタリア語ではカルロ）・フェルディナ
ント・ヴァザ Karol Ferdynand Waza（1613–55）のようである。母が画家と建築家のパトロ
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ンだったのと同様，彼は芸術の偉大なパトロンでイエズス会の支援者でもあり，ポーランド・
リトアニア共和国のヴロツワフ（原文ではラテン語 Vratislauia）領主司教 prencipe ... vescouo
（在 1625–55 年）などを歴任した 20）。
ポーランドの領主に献呈されたのは一見不可思議に思えるかもしれないが，上述のように，






この曲集の 3 ページ目には，修道士クラウディオ・パンタ師 Maestro Fra Claudio Panta と





原題は Canzoni fantasie et correnti da suonar ad una 2. 3: 4. con basso continuo（通奏低音
を伴う 1, 2, 3, 4 声の楽器によるカンツォン，ファンタジア，コッレンテ集）であり，1638 年





ロヴェッタ（1615 頃 –68 に活躍），歌手・オルガニスト・オペラ作曲家のフランチェスコ・カ
ヴァッリ（1616–76 に活躍）がおり，何らかの接点があったかもしれない。
この曲集のファクシミリは，PDF の形で IMSLP Petrucci Music Library に掲載されてい
る。「PDF 読み込み者」にはヴロツワフ大学（ポーランド）と記され，Boccaccio という人物
によって 2009 年 5 月 21 日に載せられたようである 23）。PDF ファイルは 44.07MB と比較的大
きく，全 117 ページである。なお，この PDF ファイルは Public Domain であり，GNU フ
リー文書利用許諾契約書（1.3 以降）に従って利用することができるので，本稿での引用に際
して問題はない 24）。
楽譜は，独奏パート譜 4 つ Primo Libro，Secondo Libro, Terzo Libro, Quarto Libro と通奏
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奏パートの数で示されている。ゆえに，例えば「3 声」という場合には，独奏パートが 3 つあ
り，それ以外に通奏低音パートがあるので，計 4 声ということを表し，後期バロックのような
「トリオ・ソナタ」ではない。
（声部数の記載なし）　高音楽器独奏でのカンツォン 4 曲，低音楽器独奏でファンタジア 4
曲，低音楽器独奏でのパッセッジャート 2 曲
2 声で　低音楽器と高音楽器でのカンツォン 8 曲，低音楽器と高音楽器でのパッセッ
ジャート 1 曲，2 つの高音楽器でのカンツォン 2 曲，2 つのテノールでのカンツォ
ン 1 曲，2 つの低音楽器でのカンツォン 1 曲
2 声でのコッレンテ　低音楽器と高音楽器でのコッレンテ 5 曲，低音楽器と高音楽器での
バッレット 2 曲，低音楽器と高音楽器でのガリアルダ 1 曲
3 声でのカンツォン　2 つの高音楽器と低音楽器でのカンツォン 6 曲，高音楽器とテノー
ルと低音楽器でのカンツォン 1 曲
3 声でのコッレンテ　2 つの高音楽器と低音楽器でのコッレンテ 6 曲，2 つの高音楽器と
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低音楽器でのバッレット 1 曲
4 声でのカンツォン　2 つの高音楽器とアルトと低音楽器でのカンツォン 4 曲，カンツォ
ン第 2 番：4 声でのパート譜 1 曲，2 つの高音楽器と 2 つの低音楽器の楽隊（複数）
で 2 曲
4 声でのコッレンテ　2 つの高音楽器とアルトと低音楽器でのコッレンテ 5 曲
興味深いのは，高音楽器だけの曲がカンツォンのみで，独奏カンツォン 4 曲と 2 つの高音楽
器でのカンツォン 2 曲しか含まれていないということである。低音楽器は全曲種に登場し，中
でも低音楽器独奏のファンタジアが 4 曲，パッセッジャータが 4 曲，2 つの低音楽器でのカン

















うな種類の楽曲のリチェルカーレ ricercare とともに 1 つ以上の主題による模倣が 1 つの特徴
である 32）。





バルトロメ・デ・セルマ・イ・サラベルデ作〈高音楽器のためのカンツォン第 3 番〉のファクシミリ（1638）校訂 191
踊るため」と記された 5 声のバレット曲集（1591）を出版したジョヴァンニ・ジャコモ・ガス




サッジ passaggi（passaggio の複数形）と呼ばれ，1600 年前後にたくさんの理論書，曲集，教
則本が書かれている 37）。こうした音符を分割して装飾する手法自体は，14 世紀《ファエンツァ
写本 Codex Faenza》に既に記譜されて残されているが，ディミニューションに関する著作は
シルヴェストロ・ガナッシ Silvestro Ganassi の『フォンテガーラと題された著作 Opera 
intitulata Fontegara』（1535，ヴェネツィア）以降である。この曲集では，ディミニューショ
ンを施された曲が 3 曲収められている。
このうち，「Susanna」（第 7 曲）とは国際的に活躍したオルランドゥス・ラッスス Orlandus 
Lassus（オルランド・ディ・ラッソ Orlando di Lasso など様々な名称を持つ。1532 頃 –94）
作の当時広く知られた 5 声のシャンソン 38）〈シュザンヌはある日 Susanne un jour〉のことで
ある 39）。この人気曲に対しては，他にもジョヴァンニ・バッサーノ（1558 頃 –1617）など多
くの作曲家がディミニューションを作成して残している。
2 曲のディミニューションが施されている「Vestiva i colli」（第 6, 15 曲）とは，ジョヴァン
ニ・ピエルルイージ・ダ・パレストリーナ Giovanni Pierluigi da Palestrina（1525?–94）作の
5 声のマドリガーレ 40）〈野山も春の装い Vestiva i colli e le campagne〉のことである 41）。これ
も当時の人気曲だったようで，他にも大変技巧的なフランチェスコ・ロニョーニ＝タエッジョ
Francesco Rognoni Taeggio（1570 頃 –1626 以降）42）などによるディミニューションが残され
ている。












のみを例えば「通底 2-1」として記したが，独奏楽器は 3 頁にわたるので，頁数，段数，小節
数を例えば「独奏 7-2-2」として記した。なお，小節が次の段にまたがっている時にはその次
の小節を「第 1 小節」とした。また，拍子の変更が 2 箇所あり，2 拍子系に戻るところではそ
の前に小節線が引かれていないので，そのまま 1 つの小節の中としてカウントした。
 1）【独奏 7-2-2，通底 2-1】canzon の開始部分ではカンツォンの音型は変形された短短短
以外は現れず，8 分音符を主体としたセクションである。
 2）【独奏 7-5-2，通底 2-12】通奏低音のカンツォンの音型 A-A-A で始まり，それが縮小
され，さらに 16 分音符が連続する技巧的な部分になる。
 3）【独奏 7-9-1，通底 4-3】通奏低音の d-e-f-f-g-a という大きな音価での導入に対して，独
奏楽器はいきなり縮小された音価のカンツォン音型で始まり，32 分音符を含むカデ
ンツとなる。
 4）【独奏 8-1-1，通底 5-3】通奏低音は d-e-f-g-a-b-c’ という 4 分音符を，独奏楽器は 8 分音
符を主体にした一見ゆったりと始まるが，途中から 3 連符が続く躍動的な部分が現れ
て（現代的に言うと 4 分の 6 拍子になる）3 連符がさらに 8 分音符に縮小されてカデ
ンツとなる。
 5）【独奏 8-4-4，通底 6-9】引き続き，通奏低音が 2 分音符のどっしりした歩みで毎回和
声を変えるのに乗って，独奏楽器が 4 分音符と 8 分音符でいくつかの小さなカデンツ
を作りながら大きなカデンツを作り，2 拍子系のセクションを終える（73 小節以降）。




 7）【独奏 8-11-2，通底 9-4】再び 2 拍子系に戻り，d-e-f-f のゆったりした通奏低音で導入
された後，独奏楽器が細かな音符で上がり下がりしてカデンツとなる。
 8）【独奏 9-1-1，通底 10-3】その後，独奏楽器が 16 分音符を主体とし，時にカンツォン
の縮小された音型も見られる技巧的な部分が続き，一旦カデンツとなる。
図1　「Aﬀetti」部分の独奏楽器 図2　「canzon」部分の独奏楽器
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 9）【独奏 9-5-3-，通底 11-4】次に，両パート同時にゆったり始まり，次第に 16 分音符を
主体とした技巧的な部分になるが，8 分音符を主体として落ち着きながらも最後は駆
け上がって大きなカデンツとなり，事実上曲を終える。
11）【独奏 9-9-1，通底 12-8】最後の 4 小節は，「後味」を楽しむエピローグと言える。
4.2　Aﬀetti
このカンツォンの冒頭に記されている「Affetti」（図 1）についていくらか述べる必要があ





17 世紀に入って，1602 年に初版が出版されたジュリオ・カッチーニ Giulio Caccini（1545








チェント 47）のようなもの）48）という説明が，1 小節の中に 2 つある 2 分音符の上に付いている
Affetti に対してなされている。これは上述のカッチーニの 2）または 3）に近いだろう 49）。



























たる canzon のセクションになって小節線が引かれているが，現代のように例えば 4 分音符 4
つ分ごとに一貫して引かれているわけではない。特に長い休符がある場合には小節線が引かれ
ていない。すなわち，2 全音符（通奏低音の最後から 2 つ目の小節に現れるブレヴィス）単位
で引かれている部分と（4.1 の 3 および 7 の部分），その倍の 4 全音符（両パートの最終小節に




いが，1 小節に現代の全音符が 3 つ使われていることから 1 分の 3 拍子と言える。
5.2　ムジカ・フィクタ






バルトロメ・デ・セルマ・イ・サラベルデ作〈高音楽器のためのカンツォン第 3 番〉のファクシミリ（1638）校訂 195
配列は決まって全音・全音・半音・全音・全音であり，ut re mi fa sol la という「階名で」表
される。一方，ある音符がヘクサコルドの中で占める位置に応じて階名をあてがっていく手順
を，ソルミゼーションと呼んだ。すなわち，音高と階名を合体させた「複合式音位名」が存在
した。ヘクサコルドには 3 つあり，3 種の音高の配列を同じ階名で示す。
　1）Γ 56）/G/g に基づく硬いヘクサコルド（第 3 音に硬い b♮，すなわち四角い b を含む），
　2）C/c に基づく自然ヘクサコルド（第 4 音に F/f を含む），
　3）F/f に基づく柔らかいヘクサコルド（第 4 音に柔らかい b♭，すなわち丸い b を含む）
である。これらを連結させることによって構成されるΓ（現代の G）から ee（現代の e”）ま
での音組織（音階）が，ムジカ・レクタ musica recta またはムジカ・ヴェーラ musica vera
と呼ばれた。
1）と 3）のヘクサコルドを比較するとすぐわかるように，音高 b には 2 種類あり，柔らか






替え）しなければならない。すなわち，図 3 57）に示すように，音階の G A B c d e f g a b♭/ 









規則1　ミ対ファmi contra fa　これは「完全協和音程（5 度とオクターヴ）のときにファ
に対して［ファに反して］ミを歌うことは避けよ」という規則である 58）結果として，
同時に b♮すなわち mi と f すなわち fa の三全音が鳴ることは避けられる。また，










ない　これは，3 度（例えば g’ と b’）がユニゾン（例えば a’）に進行する場合，6
度（例えば e’ と c”）がオクターヴ（例えば d’ と d”）に進行する場合，3 度（例え
ば e’ と g’）が 5 度（例えば d’ と a’）に進行する場合に，できるだけ進行する先の
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規則5　ピカルディの3度 tierce de Picardie　この規則は，終止において 5 度またはオ









第7頁第 3段第 2小節　4 つ目の 8 分音符は通奏低音が d のニ長調なので当時の流儀に反し
て f♯” と思われるが，最後の 8 分音符 f ” は，当時の書き方であればその前の f♯” を引き継が
ずに f ” であろう。
通奏低音の G を主音と考えると，例えばミクソリディア旋法として f ” の他に，イオニア
（もしくはリディア）旋法として f♯” も想定できるかもしれない。
しかしながら，その前の第 2 段第 4 小節では，同じ音型で音価のより大きな f ” であり，当
該の小節はそのディミニューションと考えられる。また，旋律は次の小節の e” に向っており，
順次進行として c” に基づくヘクサコルドの一部の re sol fa mi と見なすのが妥当であろう。結
果的に，当時の楽譜の書き方に従って f ” と解釈すれば良いことになる。
図4　第 7頁第 3段第 1‒2小節
図 5　第 7頁第 2段第 4‒5小節
第 7頁第 7段第 2小節　3 拍目と 4 拍目の 16 分音符 c” の上の部分に，うっすらと♯らしき
ものが見える。これが誰の手によるかはわからないが，c” からその小節の前半と同じ mi fa
（sol la fa sol mi）というヘクサコルドの一部と捉えることができるので，そうするために c”
竹内　茂夫198
をフィクタして c♯” とした反映かと思われる。
図6　第 7頁第 7段第 2小節
第 7頁第 12段（最下段）第1小節　カデンツ部分になる 4 拍目の 32 分音符は，5.2 で記し
た導音として c♯” と既にフィクタされている。3 拍目の 4 つ目の c” に関して，2 つ目から a’
を主音とした ut re mi fa mi fa mi ... というヘクサコルドの mi にあたると考えられる。また，
大きなカデンツであり，通奏低音もカデンツの和声に入っていることから c♯” にフィクタす
る可能性が高い。これは，その前の似たような音型の箇所からも支持されると思われる（4.1
の 2 の前と 3 の前）。





図8　第 8頁第 5段最終小節 図9　該当箇所の通奏低音（第6段最終小節）
第 8頁第 9段第 4小節　3 拍目の 2 分音符 f ’ 音と g’ 音の上の部分に，うっすらと♯らしきも
のが見える。これが誰の手によるかはわからないが，カデンツ部分であり，2 拍目の全音符 g’
に既に 5.2 に述べた導音として♯’ が付されていることもあり，続く 2 分音符の f ’ および g’ を
フィクタすることになる。
図10　第 8頁第 9段第 4小節
第 8頁第 11段第 1小節　2 拍目の付点全音符 g” 音および 3 拍目の 4 分音符 f ” 音と g” 音の
上の部分に，うっすらと♯らしきものが見える。ここは大きなカデンツであり，5.2 に述べた
導音として，2 拍目の付点全音符 g” および 3 拍目の 4 分音符の f ” および g” にフィクタするこ
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とになる。
図11　第 8頁第 11段第 1小節
第 8頁第 12段（最下段）第1小節　2 拍目の 4 番目の 16 分音符 2 つと 8 分音符 a”-b”-a” は，
5.2 に示した規則 2「ラの上はファ」が当てはまり la fa la となって，b♭” とフィクタすること
になる。
図12　第 8頁第 12段（最下段）第1小節
第 9頁第 4段第 4小節　1 拍目と 2 拍目および 4 拍目の最後の 16 分音符 c” の上の部分に，
うっすらと♯らしきものが見える。奇妙なことに，2 拍目と同じ音型の 3 拍目と 4 拍目の c”
の上には何もないようである。ここはカデンツであり，5.2 に述べた導音として，2 拍目以降
の 16 分音符のすべての c” をフィクタすることになる。
図13　第 9頁第 4段第 4小節前半 図14　第 9頁第 4段第 4小節（第5段）後半
第 9頁第 6段第 2小節，第7段第 2小節　どちらの小節も一番最後の 16 分音符 b” は，5.2
に示した規則 2「ラの上はファ」が当てはまり la fa la となって，b♭” とフィクタすることに
なる。
図15　第 9頁第 6段第 2小節 図 16　第 9頁第 7段第 2小節
第 9頁第 8段第 4小節　ここは大きなカデンツであり，5.2 に述べた導音として，既に 3 拍目
以降の g” がフィクタされて g♯” となっている。4 拍目の f ” はそのままでは g♯” に対してムジ
カ・レクタにない増 2 度音程になってしまうのでフィクタする。
2 拍目の 16 分音符の f ” および g” をフィクタするかどうかの判断は，難しいと思われる。
繰り返すが，この曲ではこうした音型ではムジカ・フィクタが書かれている場合もあるし（第





図17　第 9頁第 8段第 4小節前半 図18　第 9頁第 8段第 4小節（第9段）
第 9頁第 9段第 1小節　通奏低音譜にはフェルマータが付されているが，独奏楽器譜にはな
い。ここは上述のように実質的な曲の終わりで，独奏楽器は基本的に延ばすだけだが，通奏低
音は右手が動く可能性があり最終的に「止まれ」という意味かもしれない。
図19　第 9頁第 9段第 2小節 図 20　該当箇所の通奏低音（第12段第 7小節）




図21　第 9頁第 10段第 1小節
■通奏低音
第1段第 7小節　通奏低音譜（図 22）では，この小節は前の小節と同じく d が記されている
一方で，独奏楽器は c” が記されており，このままではその前と同じく 7 度という不協和音が
続く。しかしながら，ここは進行上カデンツと考えられることと，その前の 3 小節からの下降
音型 g f e d という動きからも同じ音価での同音の連続は不自然であると判断し，独奏楽器と
同じく c に修正して g f e d c という進行にした 60）（図 23）。
図22　第 1段第 7小節 図 23　第 1段第 7小節改訂案
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第6段第 4小節　通奏低音譜（図 24）では，この小節の後半には 4 分音符 d-G が 2 つ記され
ているのみである。この部分の解釈は少なくとも 3 通り考えられるだろう。
 1 ）そのままの音価で均等に弾く（14 世紀アルス・ノヴァ「新技法」の「不完全分割」），
 2 ）独奏楽器が 3 連符なので（図 25）3 分割（すなわち「完全分割」）して不均等に弾くが，
2a）独奏楽器が 3 連符の 2 つ目から音型が変わるので，それに合わせて 1：2 の分割と考
えて 3 連符の 4 分音符＋ 2 分音符で弾く，
2b）3 連符の 2：1 と考えて 3 連符の 2 分音符＋ 4 分音符で弾く，が想定できる。
実際の演奏ではどれも聞くことができるが，独奏楽器と別の動きをするのは考えにくく，独
奏楽器のリズムから 2a が最も自然であると思われる（図 26）。
図24　第 6段第 4小節 図 25　同個所独奏楽器 図26　同個所改訂案
第 8段第 11小節，第9段第 1，4小節　これらの箇所は，2 全音符 1 つしかないが，小節線
に囲まれている部分は問題なく付点 2 全音符の音価であり，フェルマータ付きの大きなカデン
ツは小節線がなくても付点 2 全音符が推定できる。






















追記：本稿脱稿後，p.186 注 4 に記した Anthonello による現代譜を，本学図書館経由で見るこ
とができた。独奏楽器の 8 頁第 11 段第 1 小節（本稿 p.199）はフィクタされている。通奏低音
の第 6 段第 4 小節（本稿 p.201）は修正されていない。一方，スコアおよびパート譜 2 つの間に，
次のような食い違いがある。1）通奏低音の第 1 段第 7 小節（本稿 p.200）については，スコア
では c に修正されているが通奏低音パート譜では修正されていない。2）独奏楽器の第 8 頁第
9 段第 4 小節（本稿 p.198）については，スコアでは f ’ が f ’♯にフィクタされ g’ はその前の g’










 5）2013 年 8 月 3 日，アンリュウ　リコーダーギャラリー（大阪市住之江区）にて行われた。
 6）例えば，ダリオ・カステッロ Dario Castello（1590 頃 –1658 頃）はヴェネツィアの聖マルコ大聖堂で
管楽器隊長および器楽隊長として活躍し 2 冊の印刷譜《現代様式での協奏ソナタ Sonate Concertate 
in Stil Moderno》（ヴェネツィア，1621/1658, 1644）を残している以外知られていないし，アウレリ
オ・ヴィルジリアーノ Aurelio Virgiliano（1600 頃活躍）に至っては《甘い林檎の木 Il Dolcimelo》（ボ
バルトロメ・デ・セルマ・イ・サラベルデ作〈高音楽器のためのカンツォン第 3 番〉のファクシミリ（1638）校訂 203
ローニャ博物館蔵，1600 頃）という 3 巻から成る手稿譜を残しているのみで本名なのか仮名なのか
すらわからない。
 7）Syntagma Amici, Canzoni Fantasie & Correnti. Ricercar, 2009 および Anthonello, Selma. Enchiriadis, 
2009 も参照。
 8）Medio Registro, Medio Registro. コジマ録音，2002。Theatrum Affectuum, La meraviglia parlante. 
Morox Music, 2008 では，それに加えて生年を 1595 頃とする。
 9）ただし，王室の文書には言及されていないようである。B. Kenyon de Pascual, “The Wind-Instru-
ment Maker, Bartolomé de Selma († 1616), His Family and Workshop,” The Galpin Society Journal 
39, 1986, p.24。
10） 例えば Jérôme Lejeune, “Fray Bartolomé de Selma y Salaverde,” in Syntagma Amici, Canzoni Fantasie 
& Correnti. Ricercar, 2009, p.18.
11）de Pascual, “The Wind-Instrument Maker, Bartolomé de Selma († 1616),” p.23. さらに Javier Sarria 
Pueyo, “Unknown life of a Spanish composer in Europe,” Anthonello, Selma, p.8 も見よ。
12）例外は，1622 年没とする La Suave Melodía, música para flauta, viola da gamba y clave de los siglos 
XVI y XVII, ARSIS, 2008 だろう。
13）サアベドラはガリシアの高貴な姓のようである（例えば http://en.wikipedia.org/wiki/Saavedra_ 
(surname) 参照）。
14）de Pascual, “The Wind-Instrument Maker, Bartolomé de Selma († 1616),” p.32n3。
15）原文は “Agostiniano Spagnolo”。
16） 原文は “Musico & Suonator di Fagotto DELL’ ALTEZZA SER. DI LEOPOLDO Arciducha d’Austria”。
その期間が 1628–1630 年という説もある（Josep Borràs, “Bartolomé de Selma y Salaverde Canzoni, 
Fantasie et Correnti. Venezia, 1638,” in More Hispano, Bartolomé de Selma y Salaverde Canzoni,  
Fantasie et Correnti. La Tirana, 1999, p.14）。
17）原文では “Spagna, ou’io hebbi la nascita é [sic!] l’educatione”。
18） 原文は “il Signor Gio: Valentino Maestro di Cappella di S. M. Cesarea, & il Sig. Giacomo Porro Mae-
stro di Cappella del Serenissimo Duca di Bauiera”。
19）Theatrum Affectuum, “[no title],” in Theatrum Affectuum, La meraviglia parlante. Morox Music, 
2008, p.20。
20）荒川恒子「曲目解説」，Medio Registro, Medio Registro. コジマ録音，2002 所収，p.4。
21）皆川達夫『西洋音楽史　中世・ルネサンス』音楽之友社，1986，p.500–1。
22）ソネットの仏訳，英訳，独訳が Syntagma Amici, Canzoni Fantasie & Correnti に収められている。
23）http://imslp.org/wiki/Canzonie,_Fantasie_et_Correnti_(Selma_y_Salaverde,_Bartolomé_de)
24）現代に印刷されたファクシミリとしては，Bartolomeo de Selma e [i.e. y] Salaverde, Canzoni, fantasie 
et correnti: Venezia 1638 (Archivum musicum. Collana di testi rari; 38). Studio per Edizioni Scelte, 
1980 がある（東京芸術大学附属図書館蔵）。
25）注 2 に記したカステッロの曲集には，ファゴットを指定した曲が収録されている。例えば，第 1 巻の
第 7 番と第 8 番のソナタでは独奏楽器に「ファゴットとヴァイオリン」が，第 9 番から第 11 番では「2
つのヴァイオリンとファゴット」が指定されており，バルトロメを念頭に置いていたかもしれない。
26） この「バッソ basso」は，もしかしたらバスーン bassoon を指していたのかもしれないとも言われて











まで』（西洋音楽の歴史 2）シーライトパブリッシング，2010，p.101 注 8。
　　 　後にフランスで発展したクーラント courante としばしば混同されがちだが，クーラントはより






































に見えるが（平尾「解説」，p.40 注 84 参照），技巧そのものではなくアッフェットを表現した結果が
書かれているとも言えるだろう。
　　 　また，筆者が受講した福岡古楽音楽祭（2013 年 9 月 13–16 日）の古楽セミナー（公開レッスン）
において，来日されたリコーダー奏者のワルター・ヴァン・ハウウェ Walter van Hauwe 氏にもお尋
ねしたところ，「反声楽」として声楽とは違う器楽的な表現のことであり，「混合，結合」としてルネ
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サンス期に主流だった宗教的なものとそうではない世俗的なものとの両方を表現しているという説明
を受け，大変興味深かった。









57）この Wikimedia に掲載されている図は，本来 Manuskript: Ameri Practica artis musice (1271) に描か











A critical edition of Canzon [Terza per] Soprano Solo (1638) 




2 Bartholomé de Selma y Salaverde
3 Canzoni fantasie et correnti da suonar ad una 2. 3: 4. con basso continuo
 3.1 Construction of the volume
 3.2 Type of piece
4 Canzon [Terza per] Soprano Solo
 4.1 Construction of the Canzon
 4.2 Affetti





Keywords:  Bartholomé de Selma y Salaverde, Canzoni fantasie et correnti da suonar ad una 
2. 3: 4. con basso continuo, Canzon [Terza per] Soprano Solo, Affetti, musica ficta
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竹内　茂夫210
図30　通奏低音ファクシミリ
（http://imslp.org/wiki/Canzonie,_Fantasie_et_Correnti_(Selma_y_Salaverde,_Bartolomé_de), 
BASSO Continuo, p.6）
